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〔開会の宣告〕  

遠藤洋路 教育長 令和５年１０月定例教育委員会会議を開会いたします。  
〔会議の成立〕  

遠藤洋路 教育長 本日は、私の他５人の委員が出席しておりますので、この会

議は成立しております。 

会議録署名人は、小屋松委員と西山委員とします。 

 
〔公開の審議〕  

遠藤洋路 教育長 本日の会議の内容につきましては、会議日程のとおりですが、

通知しておりました案件のうち、議第７３号 令和５年度熊本

市一般会計補正予算（１１月補正予算）について及び議第７６

号 職員の懲戒処分については、取り下げております。 

また、本日の議事のうち、議第７２号 指定管理者の指定に

ついて、議第７４号 公の施設の他の団体の利用に関する協定

について、議第７７号 熊本市立学校の教育職員の給与に関す

る条例及び熊本市立学校の教育職員の給与等に関する特別措置

条例の一部改正については、会議規則第１３条第２号「教育予

算その他議会の議決を経るべき議案についての意見の申出に関

する案件」の非公開事由に該当することから、非公開の審議が

適当と思います。 

議第７２号、議第７４号及び議第７７号につきまして、非公

開に賛成の委員は、挙手をお願いします。 

 

 （全員挙手） 

  
遠藤洋路 教育長 全員賛成により、議第７２号、議第７４号及び議第７７号は、

非公開とします。 

 

日程第１ 前回会議録等承認 

遠藤洋路 教育長 
 

７月２６日開催の令和５年第５回臨時教育委員会会議録、７

月３１日開催の令和５年第６回臨時教育委員会会議録、８月４

日開催の令和５年第７回臨時教育委員会会議録、８月９日開催

の令和５年第８回臨時教育委員会会議録及び９月２８日開催の

令和５年９月定例教育委員会会議録を各委員のお手元に配布し

ております。これらの会議録を承認することに、ご異議はあり

ませんか。 
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（異議なしの声） 
 
異議なしと認め、前回会議録等を承認することに決定します。 

 
日程第２ 事務局報告の件 

（１）事業・行事等報告について 

○ 前回定例会議（Ｒ５．９．２８）以降の事業・行事報告 

○ 今後の予定  
 

 

《澤田伸一 教育センター所長 報告》 

 

西山忠男 委員  今の五福小の特別賞受賞なんですが、内容について、多分、

私の推測では、本田先生が校長になっていろいろＩＣＴ教育を

推進されたのが評価されたんじゃないかというふうに想像して

いますが、具体的にどういう点が評価されたのか教えていただ

けますか。 

 

澤田伸一 教育センター

所長 
 資料に時事通信社の記事を載せておりますが、先ほど申しま

したように、情報活用能力では、児童がふだん使いしていると、

児童によるアプリの選択等もこどもたちが主体的に選んでアプ

リを使っているとか、あるいは振り返りの時間にタブレットを

使って行うことで学びの共有化を図っていると、そういうとこ

ろが高く評価されております。 

 それから、地域と連携した総合的な学習の時間については、

地域の活性化を図る教科横断的な系統的な学習ということで、

例えば１年生では、学校探検の後、インタビューやメモを取る

能力を育成しております。６年生では、地域住民と連携して歴

史を学習した後に、都市デザイン課の職員を招いてまちの課題

などを調べ、プレゼン形式で発表するという取組が高く評価さ

れたということです。 

 今、委員ご指摘のとおり、昨年度の取組で、前本田校長先生

がいろいろ取り組んだことを書かれて、受賞に至ったというこ

とでございます。 

 

西山忠男 委員  大変すばらしいことなので、この取組が他の学校にも広まる

ようにお願いしたいと思います。 
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遠藤洋路 教育長  他にご意見、ご質問はありますか。 

 ご発言がなければ、本件は以上といたします。 

 

 

日程第３ 議事 

・議第７５号 熊本市立高等学校の管理運営に関する規則の一部改正について 

 

《福田衣都子 指導課長 提案理由説明》 

 

西山忠男 委員  副校長と教頭の違いがよく分からないんですよね。なぜ教頭

があるのにわざわざ副校長を置けるようにしなければならない

のかということが１点と、もう一点は、副校長の権限について

定めたのはどこにあるんでしょうか。教えてください。 

 

福田衣都子 指導課長  まず、副校長と教頭の違いですが、学校教育法によれば、「教

頭は、校長を助け、校務を整理し、及び必要に応じ児童の教育

をつかさどる。」とあります。 

 一方、「副校長は、校長を助け、命を受けて校務をつかさどる。」

とあります。 

 そのため、副校長が校務をつかさどるという表現があります

とおり、従来の教頭よりも幅広い権限を持つものになります。 

 また、この規則の改正後に細かい権限については整理し、作

成することとなっておりますので、またそのときにご報告した

いと思います。 

 

西山忠男 委員  まだよく分からないんですが、なぜ教頭ではいけないのかと

いうのが率直な疑問なんですよね。教頭では校長の代理として

執行できない校務があるということなんだろうと思うんですけ

ど、具体的にはどういうことなんでしょうか。 

 

福田衣都子 指導課長  幅広い専決権限を持つことができますので、例えば職員会議

であるとか、校長がいない場合でも副校長が執行することがで

きます。そのように決定権がいろいろ副校長に与えられるとい

うところが大きな違いかと思います。 
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遠藤洋路 教育長  今回の議案を提出するに当たって、教頭だと今は足りないと

いうか、副校長が必要だから議案を出しているわけですよね。

その辺の背景というか、現状だと何が問題なのかというところ

を教えてもらえるといいかと思うんですけど。 

 

福田衣都子 指導課長  特に必由館高校からのご依頼、ご要望も出ているところなん

ですけど、非常に出張等、また対外的なことが多く、学校にお

られない時間がとても長い。そのような場合に、教頭先生では

権限がないところを、副校長が置かれることによって校長がい

なくても決定することができるというところが大きいと聞いて

おります。 

 

遠藤洋路 教育長  必由館、城野校長から今の副校長が必要な事情というのを少

し教えていただけますか。 

 

城野実 必由館高等学校

校長 
 実際一番大きいのは、外に出る機会が多くて決裁とかそうい

うものが滞ってしまうと。その部分が教頭でできるものと副校

長ならできるものにかなりの差がありまして、例えば学校評議

委員会だと校長がいなくても開催することができるし、職員会

議も決定事項が少ないものについては校長不在の中でもできる

とか、そういうものが多くあります。詳細については資料があ

るんですけど、手元にないので、ちょっとこれ以上の説明が今

はできないところです。 

 

遠藤洋路 教育長  今のは副校長がいればそういうことができるという説明です

か。 

 

城野実 必由館高等学校

校長 
 

 はい。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。なので、副校長は校長がいないときに校長の

代理ができるけども教頭ではできないという、そういうふうな

感じと理解してよろしいですか。 

 城野校長。 

 聞こえていませんか。 

 

西山忠男 委員  聞こえていない。 
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遠藤洋路 教育長  指導課長、そういうことですか。 

 

福田衣都子 指導課長  今、教育長がおっしゃったとおり、教頭ではできない、校長

でないとできないところを副校長がカバーできるというところ

が大きいというところです。 

 

遠藤洋路 教育長  ということでしたけど、いかがですか。西山委員。 

 

西山忠男 委員  現在、必由館は教頭２人体制ですよね。この制度になると、

校長、副校長、教頭１人という体制になるんでしょうか。 

 

福田衣都子 指導課長  今後実際にどう配置されていくかというのは、もう少し必由

館高校とも協議が必要かと思っていますが、そのように認識し

ております。 

 

遠藤洋路 教育長  確認ですが、そうすると副校長が１人で教頭が１人になると

いう、そういうことですか。分かりました。 

 西山委員、よろしかったですか。 

 

西山忠男 委員  分かりました。 

 

小屋松徹彦 委員  関連でちょっと質問させていただきます。それでは、例えば

今の必由館高校の事例でいきますと、例えば校長の他に副校長

２人というのは考えられないんでしょうか。 

 この規定でいきますと、副校長を置くことができる、３項に

副校長を置くときには教頭を置かないことができるというふう

に書いてあります。私はむしろこの３項は要らないんじゃない

かなと思ったんですけど、今私の質問したようなことがあり得

るのかどうか、そこをちょっと確認させてください。 

 

福田衣都子 指導課長  教頭の場合は、「校長を助け、校務を整理し、及び必要に応じ

児童の教育をつかさどる」ことができるという、「必要に応じ児

童の教育をつかさどる」というところが副校長にはない文言で

ございまして、そのような役割も違いますので、やはり教頭の

役割は非常に大事なものであると認識しております。 

 

遠藤洋路 教育長  今のは、教頭は大事だということなんですけど、副校長を置

くときは教頭を置かないことができるという案になっているわ
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けなので、教頭がいないこともあるということですよね。これ

はあえて必要なのかという質問だったかと思いますけど。 

 

福田衣都子 指導課長  その点につきましては、実際学校の運営、実情に応じて、校

長先生、判断していかれるものかと思いますので、ちょっと私

のほうでは今十分な答えができないところでございます。 

 

遠藤洋路 教育長  でも議案を出しているわけですよね。だから、十分な説明が

もしできないなら、説明ができるようになってから議案を出さ

ないといけないんじゃないでしょうか。 

 

福田衣都子 指導課長  すみません、失礼しました。文言のとおり、置かないことが

できるというところになっておりますので、この文言のとおり

で学校が決定していくものであると考えます。 

 

遠藤洋路 教育長  だからいない場合もあるということですよね。なので、この

規定からいえば、校長が１人、副校長が２人、教頭はいないと

いう場合もあるということですよね。それは別にそれでも構わ

ないという教育委員会としての判断だから、こう書いてあると

いうことでいいですよね。 

 

福田衣都子 指導課長  はい。 

 

城野実 必由館高等学校

校長 
 すみません。熊本県の場合は副校長が１人なんですけど、他

県の場合に副校長２人で教頭を置いていない自治体もありま

す。 

 今回のこの副校長については、実際に２０学級台の高校につ

いて、熊本市にある県立高校全て副校長がついていて、できれ

ば同じように副校長をつけてほしいという要望を出したところ

でした。 

 

遠藤洋路 教育長  だから、必由館としてはこの第３項はないほうが、必ず教頭

が置かれるわけですから、いいんじゃないですか。とは思うけ

どこうなっているということは、必由館の要望というよりは、

教育委員会側の都合でこの条文が入っているというのはそうい

うことなんでしょう、きっとね。ということでよろしいですよ

ね。 

 人事の都合上、教頭が置かれない場合もあり得るよというこ
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とで、ここにこのように書いてあるんだというふうに理解して

いますけど。 

 

城野実 必由館高等学校

校長 
 

 そう認識しています。 

遠藤洋路 教育長  もちろん高校としては置いてほしいという、それはそういう

ことなんだとは思います。 

 だから、可能性としては、副校長も置くことができるですか

ら置かない場合もある。教頭が置かれる場合と、副校長と教頭

両方を置かれる場合と、副校長が置かれる場合と三通りあり得

るということですね。 

 これはあれですか、必由館だけのことではなくて、高校の、

両方ですよね、２校に当てはまるので、それぞれの事情に応じ

て、あと人事の実際の人に応じて、例えば校長試験に受かって

いる人がどのぐらいいるかいないかとか、教頭試験に受かって

いる人がどのぐらいいるかいないかとか、適任者がいるかいな

いかということも含めて、そのときの人事の状況で副校長だけ

になることもあれば教頭だけになることもあるし、規定上は全

部の可能性が読めるように書いてあるということなんじゃない

でしょうか。ですから、ここに書いてあるけど、実際どうする

かというのはそのときの状況によるわけですね。 

 今のところの案だと、必由館は副校長１人、教頭１人で、千

原台はどうなんですか。 

 

福田衣都子 指導課長  今のところ千原台からは特別なご希望は受けておりませんの

で、今後必要に応じ協議していくものと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  そうすると実際の配置はどうなるんですか。 

 

福田衣都子 指導課長  実際の配置は校長先生と教頭先生２人というところになりま

す。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。千原台は教頭２人、必由館は副校長１人、教

頭１人、一応そういう想定だということですね。 

 

澤栄美 委員  質問ですけど、採用基準というのは、例えば教頭として合格

されているとか、そういった基準なんでしょうか。例えば教頭
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としての採用試験に合格されていて、誰を副校長にするのかと

かそういったのは学校の裁量の中で決まっていくということで

すか。それとも副校長として採用するための１つの何か採用基

準みたいなものがあるということですか。どちらなんでしょう

か。 

 

福田衣都子 指導課長  大変申し訳ありません。採用の基準について私が今把握して

おりませんので、調べたいと思います。 

 

上村清敬 教職員課長  副校長制に関しましては後ほど非公開案件で教職員課からも

条例改正案を提出させていただいておりまして、そのときまた

ご説明しようとは思っていたんですけど、副校長への登用につ

きましては、現在考えておりますのは、校長試験の１次試験を

合格された方以上の方を登用したいと。副校長の登用のため選

考試験を設ける予定はございません。 

 

遠藤洋路 教育長  校長の代わりに決裁をするという先ほどの話からいえば、そ

れはやはり校長に準じる人が副校長になるんでしょうから、今

の話だとそれが校長試験の少なくとも１次試験以上を通ってい

る人だという、そういうことですかね。そういう意味でも、教

頭試験を通って教頭になっているという人よりは、高い資質と

いうか、資格が求められると、そういうことですかね。 

 よろしかったですか。 

 小屋松委員もよろしかったですか。 

 

小屋松徹彦 委員  ちょっとしつこいですけど、やっぱり私はこの３項はむしろ

置かないほうがいいんじゃないかなと思うんですけどね。教頭

は必置じゃないということですよね、これでいきますとね。副

校長がいる場合には限定的に教頭を置かなくてもいいという、

例外的な規定というふうに３項を捉えて。通常は教頭は要りま

すよね。だから、私はむしろ３項を外したほうがもっと広く捉

えられるんじゃないかなという気がするんですけど、いかがで

しょうか。 

 

福田衣都子 指導課長  ご意見ありがとうございます。まず、ここでは、来年度の案

もあれば、今後いろんな状況に応じ教頭を置きたい場合も出て

くるかと考えます。ですので、教頭を置かないことができると

することによって、置くこともできるし置かないこともできる
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という判断が学校の実情に応じてできますので、こちらがある

ことで今後にも対応できるのではないかと考えております。 

 

遠藤洋路 教育長  確認ですけど、教頭の仕事というのは副校長の仕事の中に含

まれるんですか、それとも別なんですか。もし副校長の仕事の

中に教頭の仕事というのが完全に含まれるなら、副校長がいれ

ば教頭は要らないと、副校長が教頭の仕事を全部できるという

ことなんでしょうから。たまたま校長試験に受かっている、あ

るいは１次試験受かっている人が複数いて、その２人とも副校

長にふさわしいのであれば副校長２人ということもあるのかも

しれないと思いますけど。副校長の仕事の中に含まれていない

教頭の仕事があるなら、それをやる人を置いておかないといけ

ないということになるかと思うんですけど、そこはどうなんで

しょうか。 

 

福田衣都子 指導課長  冒頭申し上げましたが、教頭の仕事の中に「必要に応じ児童

の教育をつかさどる。」という文言がございます。これに対し副

校長にはございません。ということで、やはりいざというとき

に、児童の教育に係る役割に関して、教頭であることでできる

ことも増えていくかと思いますので、教頭が必要なときも出て

くるのではないかと考えます。 

 

遠藤洋路 教育長  今の答えだとすると、やっぱりじゃ３項は要らないというこ

とになるわけですか。つまり副校長にはできない教頭の仕事が

あるので教頭は必須であるという、今の答えだとそういうふう

になるかと思うんですけど。 

 

福田衣都子 指導課長  すみません、説明が悪うございました。あくまでも教頭が要

ることも出てくるだろうということで、ここに、３項にありま

すのは、置かないことができるとすることで、置くこともでき

るし置かないこともできると両方に取れるので、こちらがあっ

たほうがいいのではないかと考えております。 

 

遠藤洋路 教育長  ここにある校務をつかさどるの中に児童の教育をつかさどる

は含まれないんですか。 

 

福田衣都子 指導課長  校務と児童の教育は違いますので、含まれないというところ

でございます。 
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遠藤洋路 教育長  それは本当ですか。校長の仕事も校務をつかさどるなんです

よね。校長というのは学校全体の責任者じゃないかと思うんで

すけど、その中には当然児童の教育も含まれているんじゃない

かと思うんです。それとも校長がやっている仕事も学校の一部

であって、教頭や教諭がやっている仕事に校長は責任を持って

いないということですか。そうではないですよね。 

 

福田衣都子 指導課長  教頭の場合には、児童の教育をつかさどるということで授業

に携わることもあります。それに対し校長は、基本的には、基

本的にはというか、授業は行いませんので、そのあたりも違っ

てくると思います。 

 

遠藤洋路 教育長  ですから、もしその説明だと、校長のつかさどっている校務

に授業は入らないということになりますけど、それで本当にい

いんですか。そうすると校長は授業に責任を持っていないとい

うことになるんですか。 

 

福田衣都子 指導課長  あくまでも、授業は児童の教育をつかさどるという教頭には

できますが、校長は校務をつかさどるというところで授業はし

ないというか、教員等の役割とは違うというところです。ただ、

すみません、確認をさせていただければと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  校務をつかさどるという仕事の中に授業がもし入らないので

あれば、それは校長というのは授業以外の部分に責任を持って

いる責任者だということになってしまいますので、そうではな

いんじゃないかというふうに思います。校務の中には授業が入

るんじゃないかというふうに思いますので、そこは確認してい

ただいていいですか。 

 もし入らないのであれば、授業の責任者は教頭で、授業以外

の責任者が校長だという、そういう仕組みだということになる

と思いますけど、そうではないんじゃないかというふうに思い

ますので、確認した上で答えていただけますでしょうか。 

 

福田衣都子 指導課長  承知いたしました。 

 

西山忠男 委員  この規則はかなり問題があると私は思うんですよね。どこか

というと、教頭については置くということはどこにも書いてい
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ないんですよ、職員組織の中に。 

 例えば第１４条のところには、学校に教務主任、学年主任、

保健主事、生徒指導主事及び進路指導主事を置くと書いてあり

ますよね。これと同じように、学校に校長、教頭を置くという

文言が前になければ、教頭を置かないことができるという文言

は意味をなさないわけですよ。そこに大きな問題があるんです。 

 それから教頭の職務、権限について何も記載がない。これは

規則としては大変おかしいことで、教頭は何をすればいいんで

すか、どこまで何ができるんですかという問いに答えられない

ですよね。 

 ですから、一番最初に私が申し上げた副校長と教頭の違いと

いうところで、やはり教頭についての規定がないからそういう

疑問が起こってしまうんですよね。ちょっとこの規則は問題が

あると思います。 

 

福田衣都子 指導課長  規則の改正後に細かい権限等については別途規定を作成する

予定としているところではございますが、ここの書きぶりにつ

いてはもう一度確認をさせていただければと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  今の西山委員の指摘については、もともと学校教育法に校長、

教頭、教諭、養護教諭及び事務職員を置かなければならないと

書いてあるので、それぞれの職務については学校教育法に書い

てありますので、この規則は学校教育法に書いていない部分を。 

 

西山忠男 委員  なるほど。 

 

遠藤洋路 教育長  この規則では熊本市のルールを定めています。ただ、提出し

ている側がそれを理解していないのであれば、この改正を仮に

ここで認めても、実施していく場合にそれを理解していない人

が実施するということになってしまいますので、現状、今の状

況ではちょっと認められないというふうに思います。もう少し

しっかり説明できるようにというか、理解した上で議案を提出

しないといけないんだろうなというふうに思いますね。 

 他にいかがですか。よろしいですか。 

 これについては、指導課長からもありましたけど、もう一度

提出し直すということでよろしいでしょうか。 

 

福田衣都子 指導課長  承知いたしました。 
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遠藤洋路 教育長  そのときには、なぜここにこれが書いてあるのか、そしてな

ぜここにさっき西山委員が言ったようなことが書いていないの

か、それはしっかり整理してから説明できるようにしてくださ

い。 

 では、議第７５号は一度取り下げて、もう一回提出というこ

とでお願いします。 

 

 

〔採決〕  【原案は不承認となった】 

 

 

・議第７８号 熊本市体罰等審議会委員の委嘱について 

 

《中川浩二 教育政策課長 提案理由説明》 

 

苫野一徳 委員  すみません。これまでにも気づくべきだったかもしれないん

ですけど、なぜこの委員なのかということの例えば略歴であっ

たり業績であったりといいますか、そういったもの、これに限

らず他の審議会等々も、ないと私たち判断できないなというの

を今さらなんですがちょっと思いまして、今後はそういったこ

ともご考慮いただけたらいいんじゃないかなと思いまして、ち

ょっとご提案をさせていただければと思います。 

 

橋爪富二雄 教育政策課

教育審議員 
 新しい委員の委嘱につきまして、今、苫野委員がおっしゃる

とおり、略歴とかどういう年齢とか含めて全部お伝えしたほう

がいいのかもしれませんが、今、個人情報等もございまして、

今ここでお伝えできる範囲で申し上げますと年齢とかそういっ

たところまでで、熊本市内の小中学校の保護者の方ですという

ことで、人選につきましては、教育政策課長、それから部長、

次長、教育長と十分協議をした上で慎重に進めてまいりました

ということまでしか申し上げられないところです。今こういう

職にいらっしゃいますとか、こういう略歴がございます、出身

やこういう学歴がございますとか、そういうことを申し上げる

ことが難しい状況でございますので、よろしければそれでご理

解いただければと思います。 
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苫野一徳 委員  ありがとうございます。全く異論はもちろんありませんし、

これまでも異論なく承認されてきたかと思うんですが、よくよ

く考えたら、ここで承認をするということであれば、何がしか

のふさわしい方であるということの情報だけでもせめて、特に

略歴や年齢云々ではなくて、こういった理由でこの方をぜひと

いうようなことがないとなかなか判断が難しいなと。お名前と

お仕事とか、そういうのしかないのでちょっと難しいなと思っ

て。何か形式的にならないようにというふうに考えました。 

 

遠藤洋路 教育長  議会で人事案件をかけるときには、今、苫野委員がおっしゃ

ったように略歴は出しますね。提案理由の説明ということで、

市長からこれこれこういう理由でこの人が適任だと考えるので

提出しますという説明はあります。なのでそれは全て、議会の

本会議ですから公開されているものになると思いますので、そ

の範囲であれば個人情報とかいうことではなくて公開でできる

のかなというふうに思うんですけど、そこはどうなんでしょう

か。 

 

中川浩二 教育政策課長  ご指摘のとおりだと思います。どういった人物であるのか、

ご承認をいただくにふさわしい人物であるのかどうかという部

分については、可能な限り説明を尽くす必要があろうかと思い

ますので、今後そこの部分は課題として捉えまして、しっかり

ご説明ができるように整えてまいりたいと思うところでござい

ます。 

 

遠藤洋路 教育長  もしかすると公開できない部分があるならその部分を非公開

で審議するという方法もあるのかもしれませんし、いずれにし

ても確かにこれじゃ分からないと言われたらそのとおりだと思

います。いや、いい名前でしょうとか、そういうわけにはいき

ませんからね。そこはご指摘を踏まえて、これからの審議の仕

方は少し検討させていただければと思います。 

 この方はどうしますか。もう信じるということでいいですか。

先ほど橋爪さんから教育長までしっかり見た上で提出すると言

われておりますので、私を信じていただけるということであれ

ばご承認いただいてもいいかと思いますけど、それはならぬと

いうことであればもう一回提出することもあり得るかと思いま

す。 
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 村田委員はいかがですか。村田委員の後任ということになる

わけで。これだけの情報で何か言えと言われても難しいのかも

しれませんが。 

 

村田槙 委員  私がこの場に座るまでに、市議会でも、あるいは議会運営委

員会でも何度かにわたり自分の黒歴史が堂々とネットに載って

紹介をされましたので、私がどういうことをやってきたとか、

年齢あるいは名前というのはいろんなところで出ておりますの

で、そういう承認を経ていく上である程度の情報を公開してい

ただくというのは大切なことではないかなと思います。それは

決してこの場に最終的に上がってきたときにこの場がノーと言

えるためではなくて、きちんとそういう方を選びましたという

のをこちらで認めさせていただくために出していただくという

のがいいのかなと思いました。もちろん後任の方に全てを託し

て、よろしくお願いしますというところです。 

 

遠藤洋路 教育長  議会だから個人情報を出してもよいというような制限がもし

あって、議会以外は同じことができないというんだったら、ち

ょっとやり方を考えないといけないのかもしれませんけど、そ

の辺はもう一度ちょっと調べていただいて、少なくとも議会で

出している情報と同じ情報が教育委員会会議でも出せるのであ

れば、それを見た上で審議するということができればいいかと

思いますので、少しそこは確認していただけますか。 

 

中川浩二 教育政策課長  ご指摘のことを踏まえまして、例えばご就任をいただくに当

たりまして、ご本人にもそういった旨をお伝えして、しっかり

この部分については説明をさせていただきたいというようなも

のも含めて改善をしてまいりたいと思うところでございます。 

 

村田槙 委員  すみません。追加で１つなんですけど、いろいろとこの場に

上げていただくときに、ある程度の情報をとは申し上げたんで

すが、ホームページに体罰等審議会のお名前が載るときに、最

初１期目のときは、私の場合、小学校の名前も書いてありまし

て、一度非通知で審議についてという電話がかかってきたこと

がありますので、そこだけは市立小中学校の保護者のままで、

できれば伏せていただいたほうがご本人を守るためにもよいか

なと思います。 
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中川浩二 教育政策課長  確かにそういった部分のセキュリティといいますか、しっか

りプライバシーを守っていくという部分では、必要のない情報

というのは出さないようにしてまいりたいというふうに思いま

す。ご指摘ありがとうございます。 

 

遠藤洋路 教育長  今のご指摘を踏まえて、次の人事に関する案件からは、その

ように必要な情報をできるだけ見ていただいた上で審議ができ

るようにしていきたいと思います。 

 この方については今までの形式にはなっていますけど、もし

よろしければご承認いただけたらというふうに思いますけど、

よろしいですか。 

 小屋松委員もよろしいですか。 

 では、議第７８号につきまして採決を行います。 

 議第７８号 熊本市体罰等審議会委員の委嘱について、ご承

認いただくことにご異議ありませんでしょうか。 

 

 （異議なしの声） 

 

遠藤洋路 教育長  ご異議なしと認めます。 

 議第７８号については原案のとおり決定いたします。 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

 

日程第４ 協議 

・協議（１）教育振興基本計画素案について 

 

《中川浩二 教育政策課長 説明》 

 

西山忠男 委員  前回の私たちの意見を取り入れて修正していただいて、あり

がとうございました。 

 なお追加の意見を申し上げたいんですが、申し訳ありません

が、２番のこども一人ひとりを尊重した教育の推進の②特別支

援教育をはじめとする多様な教育ニーズに対応した支援の充実

のところでございます。 
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 その４のところですが、ここに「特別な教育的支援を要する

こどもたちに適切な支援を行うため、教職員の専門性の向上や

個別の指導計画の作成・活用などに取り組むとともに、外国に

ルーツを持つこどもへの日本語指導の充実を図ります。」とある

んですけど、これ内容が全然違うものが並列されているんです

よね。前半は特別支援、後半は外国にルーツを持つこどもたち

への日本語教育なんです。何かこれは文章を２つに分けていた

だきたいというのが１つの希望です。 

 それから、方向性の２の筆頭に「特別支援教育をはじめとす

る」と書いていただいたんですが、特別支援教育に対する記述

が４番目になっていて何か随分内容的にも少ないし、ちょっと

もう少し１番ぐらいに上げていただいて、特別支援の内容につ

いては、もう少し書き込めないかなと思うんですよね。教員の

専門性の向上というのは当然なんですけど、とにかく特別支援

教育を必要とするお子さんが増えている状況で、教員自体の増

員も図らなきゃいけないし、もっと徹底した指導体制が必要だ

と思うんですけど、その辺のニュアンスが伝わってこないんで

す。 

 この辺は野田さんにお伺いしたほうがいいのかもしれません

けど、もう少し何か書き込めないんでしょうか。お願いします。 

 

野田建男 特別支援教育

室長 
 すみません。構成については私たちがちょっと受け持ってい

ないものですから。でも、内容については、今おっしゃるとお

り、特別支援教育の充実に向けてさらに書き込むことは可能で

ございます。 

 

遠藤洋路 教育長  じゃ、具体策は教育政策課のほうでも検討してください。 

 他にご意見、ご質問がありましたらお願いいたします。 

 

苫野一徳 委員  意見の反映をありがとうございました。 

 これまた私もしつこいんですが、インクルーシブ教育のとこ

ろなんですけど、事業概要の文章が「障がいのある人や外国に

ルーツを持つ人などとの共生社会の実現に向け、共に学ぶ教育

を推進します。」なんですが、これ字義どおりに読むと、障がい

のある人や外国にルーツを持つ人などの共生社会がいつか実現

できるように共に学ぶ教育、誰がどこでどんなふうに共に学ぶ

のかがよく分からなくて。読みようによっては、障がいのある

人や外国にルーツを持つ人たちとともに学ぶという感じで。 
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 私が目指したいなと思っているのは、障がいがあろうがなか

ろうが一緒に学ぶ、外国にルーツを持つこどもたちも、文化的

背景、宗教的背景、言語的背景関係なく共に学べる、こっちに

重点を置きたいなと思いまして。だとすると、障がいのあるこ

どもや外国にルーツを持つこどもなどが共に学ぶ教育を推進し

ますとやるのが多分最もストレートなのかなというふうに思い

まして。このあたりもちょっとご検討いただけたらありがたい

なと思いました。 

 

中川浩二 教育政策課長  ご指摘ありがとうございます。確かにおっしゃられますとお

りに、誰がどんなふうにというような部分を踏まえて、誰が見

ても分かりやすい表現に改めさせていただきたいと思います。

ありがとうございます。 

 

村田槙 委員  すみません。指摘とかではなくて素朴なお尋ねをさせていた

だきたいんですけど、施策の基本方針４、こどものいのちと権

利の擁護の主な事業概要の２の、「学校の内外を問わず、こども

本人や保護者等から、こどもの権利侵害に関する相談を受け付

け、課題の解決を図ることで、こどもの権利を守ります。」とい

うところ、ここは先生側からの相談はできるんですか。例えば

児童相談所に行ったほうがよいような問題を、家庭の問題を抱

えている場合に、第三者として先生のほうがもしかしたら気づ

くことがあるかもしれない、そういうときに学校の先生がこど

もの権利を守るために相談をするというケースももしかしたら

あるかもしれないかなと思ったので、こども本人や保護者等と

いうよりは大人側からという、双方ひっくるめたほうがよいの

かなと思ったんですけど、いかがでしょうか。 

 

中川浩二 教育政策課長  委員ご指摘の４の１の２の部分でございますが、こちらにつ

きましては、今年度、こども局が、こどもの権利を守るサポー

トセンター準備室が設置に向けて取組を進められておりまし

て、まずはそこの相談体制というものを具体化していくために

この事業内容というのは書かれているところかと思うところで

ございます。 

 ただ、委員ご指摘のように、教師も相談をするというような

部分は確かにあろうかと思いますので、そこの部分については

こども局のご意見も伺いながら考えてまいりたいというふうに

思うところでございます。 
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遠藤洋路 教育長  こどもの権利サポートセンターは学校からの相談も受けます

ということは言っているかと思いますので、今の村田委員の問

いに対しては学校からの相談もできますという答えでいいよう

な気がするんですけど、違いますか。 

 

中川浩二 教育政策課長  そのように、学校からの相談も受け付けていただくというの

は当然担保されているところでございます。すみません、言葉

が足りませんでした。 

 

苫野一徳 委員  これまでお話ししそびれていたかな、初めてお話をするかも

しれないんですが、基本方針７の生涯スポーツのところなんで

すけど、実は前々からちょっと気になっていたところがあって、

方向性２の競技力の向上というところなんですけど、悪くはな

いかなとは思うんですが、生涯スポーツは競技力向上を第一に

考えるよりは、生涯スポーツを楽しめるとか、健康維持だった

り増進であったりというようなところが大きいのかなという気

がしまして、ちょっとこれは皆さんのご意見をお伺いしたいな

と思って。 

 競技力向上というのをうたうと、これがまたこどもたちのほ

うに下りてきた場合、また競争至上主義みたいなものともつな

がってきちゃうんじゃないかなというふうな気もしまして、ス

ポーツを楽しむというふうなこととかにもう少しウエイトを置

いたほうが私としてはいいんじゃないかなという気がしていま

して、ちょっと議論ができたらなと思いました。 

 

遠藤洋路 教育長  ここはどうなんでしょうか。どこが担当して書いたんですか。

スポーツ振興課ですか。 

 

草野陽介 教育政策課副

課長 
 市民が誰でもスポーツに親しむことができるというのは非常

に重要なことでございまして、その考え方につきましては、施

策の方向性の１、スポーツ機会の充実ということで、日常的に

スポーツに楽しむことができる機会の拡充ということで、こう

いった機会の充実ということに取り組んでいくと。生涯スポー

ツの推進のためには、１つのきっかけとして、一流のアスリー

トと触れ合うような機会というのも１つのきっかけになる、そ

ういったものも含めて競技力の向上ということで、こちらのほ

うに柱を１つつくらせていただいているというような状況でご
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ざいます。 

 

西山忠男 委員  私は、苫野委員のご意見も分かるんですけど、競技力の向上

はあっていいと思うんですよね。プロ野球選手になりたいとい

うこどもたちもたくさんいるわけですし、それはあっていいと

思うんだけど、やっぱりちょっと違和感があるのは、スポーツ

を何のためにするかということで、健康維持と健康の増進とい

う観点がちょっと抜けているような感じがするんです。それが

入ると誰でもスポーツは大事だという感じで、みんなに生涯ス

ポーツの推進という、ここの大きな目標に合致するんじゃない

かなと思うんですよ。スポーツ機会の充実のところに、もう少

し健康維持や増進のためというような言葉が欲しいなというの

が私の意見ですけど、いかがでしょうか。 

 

草野陽介 教育政策課副

課長 
 ご指摘ありがとうございます。確かに健康の維持という、そ

れは１つスポーツをやるに当たって重要な目的であると思いま

すが、そこは表現をちょっと考えたいと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  担当部局というか、担当課の説明を聞いてみないことには意

図が分からない部分もあるかと思いますので、今出たようなご

意見があったということを伝えていただいて、もう一回検討し

ていただくというのが基本なのかなとは思いますけど、そうい

う前提でご意見いただければと思います。 

 実際に熊本市としてやっていることが書いてあるのでしょう

から、それは書くこと自体は問題ないんでしょうけど、位置づ

けというか、どういう意図で、どういう趣旨で書いてあるのか

とか、周りのものとの順番とか、そういったところは少し工夫

の余地があるんだろうなというふうには思いますし、今、西山

委員からあったように、健康の維持増進とか、そうした趣旨が

もう少し書いてあると確かにいいのかなとは思いますね。 

 これって、すみません、どこが担当部局なんですか。 

 

草野陽介 教育政策課副

課長 
 直接の担当部局は市長事務部局にありますスポーツ振興課と

いうところが担当になりますので、今のご指摘を踏まえて原局

のほうと調整して表現のほうを考えさせていただきたいと思い

ます。 

 

遠藤洋路 教育長  そこが、生涯スポーツと競技スポーツというか、両方を担当
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しているということなんでしょうか。じゃ、その両方のバラン

スといいますか、その辺の書き方を少し。確かにこれだと、ス

ポーツ機会の充実があって競技力の向上があってスポーツ施設

の整備というのがあると、メインが競技力の向上のように見え

なくもないので。当然競技力が向上したい人もいるでしょうけ

ど、そうでない人も幅広くスポーツに親しめるというのは、１

に含まれているといえばそうなのかもしれませんけど、１の中

にも両方あるんでしょうからね。楽しむスポーツだったり競技

のスポーツだったり観るスポーツだったり様々あるんでしょう

から、１が前提としてその中身を２から書いてあるなら、競技

力以外のところのことについての言及ももう少しあってもいい

のかもしれませんね。その辺はちょっと検討していただくよう

にお伝えください。 

 

西山忠男 委員  度々すみません。施策の方向性の３番、社会の持続的発展の

実現に貢献する力を育む教育の推進なんですけど、これ３項目

ございますが、１番の各学校の活動をというこの部分は、これ

は小中高全てに適用される内容なんでしょうか。 

 それから、２番目に民間企業等との連携によるキャリア教育

と書いてありますが、これはどの学校レベルの話なのか、それ

がちょっとよく分からないんですけど、まずそこを教えてくだ

さい。 

 

福田衣都子 指導課長  民間企業等との連携によるキャリア教育というものは、今実

際に、キャリア教育の一つの学びとして、雇用対策課と一緒に

なってしごと学びＷＥＢライブというものを行っております。

これは、民間企業の実際の仕事をしている方々の仕事の状況や

生き方等をオンラインでつないで小中学生が学ぶというもので

す。あくまでもキャリア教育というのはもっと大きなもので、

その一環ではございますが、そのように実際の企業の方たちと

つなぐことも行っております。そういう点で書いてございます。 

 

西山忠男 委員  私の質問の意味は、項目１は小中高校全てに対応する内容な

んですか、２番はどこのレベルの学校の話ですかという意味な

んですけど。 

 

福田衣都子 指導課長  失礼いたしました。こちらも小学校、中学校を想定しており

ます。 
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西山忠男 委員  であれば、高等学校、専門学校については３だけが関係する

わけですよね。そうしますと、この３のところで、学校の独自

性と専門性を高め、「市立高等学校・専門学校改革基本計画に基

づき、『市立ならでは』の魅力ある学校づくりを推進します。」

とあるんですけど、魅力ある学校づくりの後に、学校づくりを

推進し、地域社会に貢献する人材を育成しますというふうに変

えていただけないでしょうか。 

 要するに、人材の育成という観点がこの文章では見えてこな

い。魅力ある学校をつくって生徒をたくさん集めますというふ

うにしか読めないんですよね。魅力ある学校をつくって、そこ

で有用な人材を輩出するという表現にしていただきたい。 

 もう一度申し上げます。魅力ある学校づくりを推進し、地域

社会に貢献できる人材を育成しますでいかがでしょうか。 

 

中川浩二 教育政策課長  今のご指摘のとおりに修正をかけてまいりたいと思うところ

でございます。 

 

遠藤洋路 教育長  人材の育成という言い方は、好みがあるといいますか、嫌が

る方もいらっしゃると思うんですよね。苫野委員をはじめ。 

 

西山忠男 委員  あ、そうですか。 

 

遠藤洋路 教育長  そこはどうですか。 

 苫野委員。 

 

苫野一徳 委員  いや、あまりこだわり過ぎてもとは思うんですけど、一応教

育学の世界では使うときはとても慎重に使われる言葉です。人

材という言い方が、社会に有用な人材、社会のための人間とい

うような、あるいは企業のための人間というような、むしろそ

の人個人の自立や幸せというものにウエイトを置くとあまり使

わないほうがと。一応そういう傾向は教育学の中ではあるんで

すけど、こだわり過ぎてもどうかと思いますが、もしそれだっ

たら生徒を育成しますみたいな言い方でもいいのかなというふ

うには思います。 

 

西山忠男 委員  私がそういう提案をしたのは、この施策の方向性が社会の持

続的発展の実現に貢献する力を育む教育の推進となっているか
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ら、それと対応させるためにそういう人材の育成というような

言葉が必要じゃないかと思ったので提案したわけです。 

 

遠藤洋路 教育長  西山委員がおっしゃるように、この項目、施策の方向性の３

番のところは社会に貢献する力を育むという趣旨であるので、

個人の自己実現という項目ではなくて社会のための人をつくる

という、そういう意味にはなっているかとは思います。 

 一方で、やや厳密に言うと、多分社会の持続的発展の実現に

貢献する力を育むというのは全ての児童生徒にということなん

だろうとは思いますので、地域のための人材育成というと何か

もう少し狭いというか、ある程度、地元に就職して地元で働け

るとか、何となく全員が社会、西山委員がおっしゃる意味での

地域に貢献する人材ということなのかという点、少し対象範囲

が違うかなという気はしますけど、そこのニュアンスの違いな

のかもしれませんけどね。どうでしょうね。 

 

西山忠男 委員  おっしゃるように私もそこは考えたんです。地域社会に貢献

するというとちょっと狭いなという感じはするんですけど、た

だ現実的に、特に総合ビジネス専門学校の卒業生なんかは、多

分多くの人が熊本で就職して活躍しているんじゃないかという

気がしたものですから、地域社会でいいのかなと思ったんです

が、どうでしょうか。 

 

遠藤洋路 教育長  学校の意見も聞いてみますか。 

 

西山忠男 委員  学校の意見を聞いてみましょうか。 

 

遠藤洋路 教育長  必由館、千原台、総合ビジネス、どなたでも結構ですけど、

今の点はいかがでしょうか。誰でもいいというと言いにくいか

な。もしあれでしたら順番で必由館からでいいですか。 

 じゃ、千原台、南校長。 

 

南弘一 千原台高等学校

校長 
 今、西山委員からご指摘のあったとおり、本校の現状を申し

上げますと、就職する生徒たちの大半が県内、熊本市内の就職

が多いという現状は確かにございます。 

 ただ、そこで活躍することだけを目指して教育を行っている

ということでもないというところで、非常に難しいところでは

ありますが、現状は、確かに本校の場合は、卒業生の方々も県



令和５年（２０２３年）１０月 教育委員会会議録【１０月２６日（木）】 

 23

内の財界、経済界で活躍される方が多いので、地域に根差した

というところは本校の特色ではあると思いますが、もちろんグ

ローバルに活躍することを目指して学習している生徒もおりま

すし、東京へ出ていったり関西方面に出ていったりしてまた視

野を広げて活躍する生徒たちもおりますので、何とも難しいな

というところではあります。そんなところでよろしいでしょう

か。 

 

遠藤洋路 教育長  ありがとうございます。 

 じゃ、必由館、城野校長。 

 

城野実 必由館高等学校

校長 
 南校長が言われたとおりに、地元だけではないという部分は

ありますので、あまり発言しづらいなと思って聞いていました。 

 

遠藤洋路 教育長  総合ビジネス専門学校はいかがですか。 

 

古家幸生 総合ビジネス

専門学校校長 
 本校の使命ということで、学科改編に併せ決めた文言をご紹

介したいと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  すみません、ちょっと待ってください。今、画面が写ってい

ないですけど、古家校長、画面オンにできますか。 

 

古家幸生 総合ビジネス

専門学校校長 
 

 今カメラが不調のようでございます。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。じゃ音声だけでいきますか。 

 じゃ、すみません、改めてお願いします。 

 

古家幸生 総合ビジネス

専門学校校長 
 失礼いたしました。今のご指摘ですが、本校も地元での就職

が一番多いのですが、学科改編に併せ本校の使命を以下のよう

に決めましたので、ご参考までに申し上げます。 

 本校の使命、「起業家精神（チャレンジ精神、創造性、探求心

等）をもって、地域の持続的な発展を支え、個人の幸せと社会

全体の幸せの実現を目指す人材を育成する。」と今年度から策定

をしておりますので、これに基づいて人材の育成を考えていき

たいと考えております。 

 

遠藤洋路 教育長  西山委員の案は、すみません、もう一回、どういう文言でし
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たっけ。 

 

西山忠男 委員  魅力ある学校づくりを推進し、地域社会に貢献できる人材を

育成します、でした。 

 よろしいですか、ちょっとついでに。 

 

遠藤洋路 教育長  どうぞ、西山委員。 

 

西山忠男 委員  ３校長先生のご意見、よく分かりました。確かに大半は地元

で就職する方ということなんですけど、やはりグローバルで活

躍できる人材の育成も目指していると。全くそのとおりだと思

うんですよね。そこを上手に書き込めればいいんですけど、市

立という性格を考えると、やはり熊本市の税金を投入している

わけですから、市民から見たら熊本市に還元してもらいたいと

思うのが普通じゃないかと思うので、ちょっと私は地域という

のを前面に出していいんじゃないかなと思ったんです。もちろ

んそれだけじゃなくてグローバルに活躍できる人材も輩出した

いわけですけど、ここに書く文言としては、熊本市の教育振興

基本計画ですから地域でいいんじゃないかなと思ったんです。 

 

遠藤洋路 教育長  ありがとうございます。 

 施策の方向性が貢献する力を育む教育なので西山委員のおっ

しゃったのも、地域社会に貢献できる人材を育成しますという

ところを、地域社会に貢献できる力を育みますとかじゃ駄目な

んですかね。 

 

西山忠男 委員  もちろんいいです。 

 

遠藤洋路 教育長  それなら全員にそういう力を持っていてもらうという意味で

はいいのかなと思いますけど、いかがですか。 

 じゃ、そんな感じでいいですか。 

 じゃ、全ての生徒に地域社会に貢献できる力、力というかな、

意欲とか意識とか、そういうことを含めてなのかもしれません

けど、力を育みますというような言い方で。 

 他の点も含めていかがですか。 

 

澤栄美 委員  ちょっと気になる部分があったのが、２ページの施策の基本

方針の４のこどものいのちと権利の擁護の主な事業概要の一番
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下の言葉なんですけど、児童生徒の自殺対策ですが、これ自殺

防止対策ではないかなと思うんですけど。よく学校で喫煙防止

教育というときに防止を忘れて喫煙教育とか言ってしまったり

することがあるので、それに似た感じで、意味は分かるんです

けど、基本的には自殺防止対策が正しいんじゃないかなという

のを思いました。 

 それともう一つ引っかかりのあるところが、基本方針の２の

施策の方向性の主な事業概要、２の２の３になりますけど、「多

様な学びの場の整備を進めるとともに、通級による指導の充実

を図ります。」がさっきから何で引っかかるのかなというふうに

思っていたのが、通級による指導、本当にしっかりここは推進

してほしいなという思いがあるのでここに出ているのはすごく

いいなと思うんですけど、多様な学びの場というところが何か

ざっくりしているなという感じがしたものですから、例えばフ

レンドリーオンラインとか通常のフレンドリーとか、ユア・フ

レンドとかいろんなものがあるわけですよね。議会の議事録に

も載っていましたけど。そういったものがあるので、それを全

部書けとは言いませんけど、こどものニーズに沿った多様な学

びの場というふうにしたほうがいろんな場があるというところ

で、例えば不登校になっていて、こどもが大勢で学習すること

が苦手であれば、そこはニーズに合っていないので通常の学級

ではできないというようなことも含めて、何か一言文言として

こどものニーズに沿った多様な学びの場というのが入っていた

ほうが、いろんな場を熊本市が準備をしているというところに

近づくかなというふうに思いましたので、ちょっと気になると

ころ２点挙げさせていただきました。 

 

中川浩二 教育政策課長  ご意見ありがとうございます。 

 まず、１点目の児童生徒の自殺対策の部分の文言につきまし

ては、自殺防止対策というところに改めさせていただきたいと

思います。 

 ２点目のご指摘の２の２の３でございます。確かにこどもの

ニーズに沿ったという表現を追記することでより分かりやすく

なると思いますので、そのように改めをさせていただきます。 

 

西山忠男 委員  すみません。最初の文言ちょっと気になるんですけど、自殺

防止対策、防止と対策って似たような意味ですよね。何か日本

語として違和感があるんですけど。例えば自殺を防止する施策
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を推進しますではどうでしょうか。防止対策というと防止に対

する対策みたいに聞こえる。自殺防止に対する対策。何か日本

語として変だと思うのは私だけでしょうか。 

 

苫野一徳 委員  私もこの自殺対策ちょっと気になってさっき調べていたら、

厚労省だったかな、ホームページでは自殺対策という言葉が実

際に使われているんですよね。なので、どうも一般に使われる

言葉なんだなというのがそのとき分かったんですけど、でも何

かやっぱりちょっと違和感ありますよね、自殺対策って。今、

西山委員がおっしゃったような言い方がいいんじゃないかなと

いうふうな気も私はしました。 

 

遠藤洋路 教育長  確かに自殺対策という言葉で使われてはいますね。自殺対策

基本法という法律があるので、自殺対策というふうな言い方は

一般に使われているということなんでしょうけど、一方で熊本

市のホームページには自殺予防対策という書き方もしてありま

すね。 

 

澤栄美 委員  そういう言葉が使われているとするのであれば、熊本市で使

うときにはその言葉そのものじゃなくて、自殺防止に関する施

策という西山委員のおっしゃったようにすると、独自の言葉の

使い方かなという感じもしないんではないですが、そこはお任

せできたらなと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。ちょっと事務局のほうで言葉の整理をしてい

ただけますか。お願いします。 

 どの言い方も間違いではないということでしょうから、何が

一番分かりやすいかということでしょうね。 

 

苫野一徳 委員  ちょっと細かいかもしれないんですが、１の２の５と６なん

ですけど、１の２の５が「産婦人科医などの専門家による講演

を学校で実施し、いのちを守る教育を充実させます。」、６が「性

に関する指導の充実や性的マイノリティの理解促進などを通し

た『いのちを大切にする心』を育成します。」、あんまり区別が

つかないというか、５の「産婦人科医などの専門家による講演

を学校で実施し」と、ここだけがやけに具体的なんですよね、

他のに比べるとすごく具体的で。もう６に融合しちゃってもい

いんじゃないかなというような気もするんですけど。何かちょ
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っと５と６の区別が、あえて分ける必要あるのかなという感じ

がしました。 

 

草野陽介 教育政策課副

課長 
 ご指摘ありがとうございます。確かにおっしゃるとおり一部

重複しているようなこともあるかと思いますので、より分かり

やすいものにするために集約する方向で考えたいと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  じゃ、その方向で。 

 澤委員、どうぞ。 

 

澤栄美 委員  実は私もそこはちょっと丸をつけていたところなんですけ

ど、私は、個人的な気持ちとしては、性教育に関わってきた人

間として、学校で、教員がやっぱり一番指導方法とか教育方法

は長けているわけですよね。それを専門家ということで、教育

方法とかに関しては専門家でない方を最優先するというのはど

うかなという思いをいつも持ってきたわけです。あくまで学校

の教育の中で教員がこどもたちの実態を知ってやることが基本

で、誰かにお任せするというのはよくないと私は思ってきたの

で、ここで、とにかく産婦人科医とかを連れてくるとそれが全

てオーケーになるんだというような印象も与えますので、ちょ

うど苫野委員もおっしゃったので、私もそこはあまりそこを表

面に出さないほうが逆にいいと思います。２０年近く前に東京

都の特別支援学校、その当時の養護学校の指導についてのいろ

いろな問題があってから、性教育に関して非常にマイナスなイ

メージが入ってきた中で、今、健康教育課でも性に関する指導

資料集を新たにまたつくるというようなところまで来ています

ので、それはあくまで外部の講師の指導のためではなく、やは

り学校の先生たちがするための冊子でもあるということを考え

ると、ここを特別取り立てて他の人にお願いしますというよう

な中身にしないほうが私はいいかなと思っていますので、そう

いう意も酌んで整理していただけたらと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  それも含めてお願いします。 

 ここの書き方は専門家による講演をするということなので、

日常の授業は教員がすることが前提になって、プラスアルファ

でということなんだとは思いますけど、まとめて書くときには

あまり先生の代わりにやるというふうに見えないようにするこ

とが必要でしょうね。分かりました。 
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 他にいかがですか。よろしいですか。 

 じゃ、すみません、私の指摘で入ったところも少しあれなん

ですけど、３の２ですかね、学校におけるマネジメント体制の

強化というところで１から４まで書いていただいているんです

けど。確かに他の項目に入れてもよさそうなものかなと思いつ

つ、ここに並んでいても、そういう整理もあるのかなと思って

見ていましたが、１つは、２の最初に「学校だけでは解決困難

な状況を改善し」ということが書いてあるんですけど、これは

何か他のいろんな外部の機関であったり専門家の力を借りてと

いう意味であれば、３番も４番も同じような趣旨の記述のよう

に見えますので、２だけに「学校だけでは解決困難な状況を改

善し」ということを書かなくてもいいのかなというふうに思い

ましたので、そこは取ってもいいんじゃないのかなと。 

 それから、「スクールソーシャルワーカーの充実を図り、教員

が児童生徒に集中できる環境を整備します。」と。目的が、教員

が児童生徒に集中できる環境を整備するのであれば、その手段

は「スクールソーシャルワーカーだけではないと思うので、ス

クールソーシャルワーカーの充実を図るなど」ということにな

るのかなというふうに思いました。 

 あとは、次の３番のところ、「保護者からの相談を受け」とい

うところも、体制の強化という文脈でここに入っているんであ

れば、そういう「相談体制を強化するため」とか、何か体制整

備の話なんだよということが分かるような書き方のほうがより

分かりやすいかなと思いました。その辺も含めてちょっと見直

してもらえるといいかなと思います。 

 

小屋松徹彦 委員  先ほど西山委員がちょっと出されましたけど、１の３の２で、

民間企業等との連携によるキャリア教育の充実という部分で、

「民間企業等との連携による」というのを入れさせていただい

ているんですけど、先ほど指導課長からもご説明がありました

けど、今のところはどちらかというとやっぱり学校主導でやら

れているキャリア教育が中心であって、よくよく授業等見てい

ますと、準備等相当学校のほうも大変じゃないかなと、負担が

大きいんじゃないかなという点があるので、負担軽減の意味も

含めてという点と、もう一つは、地域に開かれた学校という観

点からいけば、もう少し民間の企業等が学校の中に持つ役割と

いうのを発揮してもいいんじゃないかという、そういう観点か

らいきますと、このキャリア教育というのは一番取り組みやす
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いということもありまして、今後のキャリア教育に民間の企業

あるいは民間の力を利用する、そういった観点というのをぜひ、

可能性としては広げていってもらいたいなという、そういう期

待を込めてこの文が入っているということをちょっと押さえて

おいていただきたいなと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  ありがとうございます。 

 今の点は何か事務局からコメントはありますか。キャリア教

育について。民間の役割というかその辺、どう捉えているかと

かもしあれば。 

 

福田衣都子 指導課長  本当に、小屋松委員ご指摘のとおり、キャリア教育というの

は非常に大事なものであると考えております。 

 また、民間企業との連携ということで、先ほどはしごと学び

ＷＥＢライブのことも言いましたが、ナイストライであるとか

総合的な学習の時間であるとか、いろんな場合でも地域や、場

合によっては企業さん、いろんなところと学校外とのつながり

を大事にしながら学んでいくということを大事にしたいと考え

ておりますので、これからもしっかり力を入れていきたいと思

います。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 小屋松委員、よろしかったですか。 

 

小屋松徹彦 委員  ありがとうございます。 

 

苫野一徳 委員  ちょっとよく考えたら引っかかるなと思ったんですが、先ほ

どの１の２の５、６のところなんですけど、６のところが「性

に関する指導の充実や性的マイノリティの理解促進などを通し

た『いのちを大切にする心』」、これ性教育と性的マイノリティ

の理解促進というのを同列に書いているんですけど、性的マイ

ノリティに関しては人権のほうがもしかしたらふさわしいのか

なとも思いつつ、もう一方で、性教育の先進国と言われるオラ

ンダなどでは性教育の一番の目的が人権の尊重なんですよね。

その文脈の中で性教育が語られるんです。という意味ではここ

に入っていてもいいような気はするんですけど、何かこの辺は

もう少し整理したほうがいいのかどうか、ちょっとまだどうし

たらいいのかというアイデアには至っていないんですけど、少
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し気になったところではあります。 

 先ほどの専門家のお話もそうなんですけど、これはどこまで

踏み込んでいいのかはちょっと分からないんですけど、学習指

導要領に歯止め規定というのがあって、性教育に関しては妊娠

の経過については取り扱わないものとするという歯止め規定が

あるので、日本の性教育は非常に遅れているということがずっ

と言われているわけです。オランダなんかでは一定以上のレベ

ルの話になってくると結構専門家とタッグを組むんですよね。

日本の場合、先生がそこでちょっと萎縮するのであれば、指導

要領を超えて教育してもいいんですけど、文科省もそう答えて

いるんですけど、でもすごく萎縮するわけですよね、現場は。

そういう中で、専門家と組むことでもう少し細やかな教育がで

きることにもなるかもしれないので、このレベルの体系の中に

そういったことを書き込む必要はないとは思うんですけど、そ

ういったことも踏まえて考えたときに、いずれにしても性的マ

イノリティを人権と捉えるのか、「いのちを大切にする心」とい

うことでくくるのかというのが少し気になったので、もうちょ

っと議論を深めてもいいんじゃないかなというふうに思いまし

た。すみません、ちょっとまとまらないのとアイデアもないま

まですみません。 

 

西山忠男 委員  ご指摘のとおり難しい問題だと思うんですけど、この間、教

科書の採択をしたときに、この問題に触れている教科書は比較

的少なかったんですけど、２社ぐらいあったと思うんです。や

はり性教育のところで性的マイノリティに関する記述がある教

科書が２つぐらいあったと思うんです。それを採択されたかど

うか記憶していないんですけど。ですから、教えるとしたらや

っぱりそこかなという感じがしたんですけど、いかがでしょう

か。あれは何の教科書でしたっけ。 

 

澤栄美 委員  保健の教科書。 

 

遠藤洋路 教育長  保健ですね。 

 澤委員、どうぞ。 

 

澤栄美 委員  臨時教育委員会会議の議事録の中にも上がっていましたけ

ど、ＬＧＢＴＱという直接的な表現はなくても、生まれたとき

の性と違うような感じ方をする場合もありますとか、それとか
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色を男女で分けていないとか、そういった配慮というかたちが

教科書の中にあって、中学校の教科書採択は来年度になります

けど、中学校１年生で妊娠の過程は取り上げられています。先

ほども触れた健康教育課が今取り組もうとしている性に関する

指導資料集の中に、そういったものを入れるというのは可能な

んじゃないかなと思います。 

 今ちょっと検索をしようとしていたんですけど、文部科学省

が生命（いのち）の安全教育という言葉を使っているんです、

性教育じゃなくて。だから命を守るという言葉あたりがここに

出てきているのかなとは思うんですけど、私は言葉としては性

に関する指導でいいのかなと思います。 

 性に関する指導、いわゆる性教育で大事な部分は、苫野委員

がおっしゃったようにまずは人権なんですよね。人権と性自認、

それと社会でどう生きていくかという、そういった３本立てに

なると思うんです。だから、性に関する指導というのをどんな

ふうに捉えるかということに関してはここで細かくは書けない

ので、ここに、性に関する指導の中にはもちろん人権も含まれ

ていると、人権なしでは人の性行為があるときに、その人の人

権を考えてお互いの気持ちを通じ合わせるというのは、イギリ

スの、紅茶に例えた動画が有名で、相手が紅茶を飲みたくない

のに紅茶を無理やり飲ませたら駄目でしょうみたいな動画があ

るんですけど、そういったところも含めた上での人間関係のも

入ってきますので、性に関する指導はそういうものだという認

識の下であれば、ここの中に入っていてもいいし、人権のとこ

ろに入れ込んでもいいのかなとは思います。特に性的マイノリ

ティという言葉が入っているのでここに入ったのかなという感

じはしています。何かちょっとうまく説明できませんでしたけ

ど。 

 

遠藤洋路 教育長  ありがとうございます。 

 ここに書いてある性に関する指導ということでいえば、最後

の「いのちを大切にする心」ということにつながるのは分かる

んですけど、性的マイノリティの理解促進というのが命を大切

にする心なのかなというと、そうとも言えるけど、そうでない

こともあるという気はしますね。 

 澤委員さっきおっしゃった妊娠とかそういうことでいえば命

なんでしょうけど、社会生活というか、そういう面でいえば、

「いのちを大切にする心」という言い方よりは、確かに苫野委
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員がおっしゃったような人権の問題だというふうに言ったほう

が分かりやすい面もあるかなとは思いますよね。だから、最後

の「『いのちを大切にする心』を育成します」という、それはも

ちろん性に関する指導の一つの目的なんだと思いますけど、そ

れだけなのかと言われるとそうじゃないかもしれない、そこの

最後の書き方は確かに難しいですね。 

 「いのちを大切にする心」というのはどこから出てきた言い

方なんですか。これは道徳ですか。 

 

西山忠男 委員  「いのちを大切にする心」というのは非常に広い意味で捉え

るべきだとは思うんですけど、ここで「性的マイノリティの理

解促進など」というところにつなげてあるというのは、私はこ

れはこれでいいんじゃないかと思うんです。というのは、性的

マイノリティの人たちってものすごく苦しんでいるらしいんで

すよ。実際自殺する人も多いんですよね。つい数か月前、有名

なタレントが自殺して大きな話題になりましたけど。やっぱり

もう少し性的マイノリティに対する社会の理解が進まないとそ

ういう悲劇は続いていくんだろうなと思うんです。 

 

遠藤洋路 教育長  そうですね。何か命を大切にするというふうに、今先ほど苫

野委員がおっしゃったような人権感覚とかそういうことも当然

入るというふうに、広く読めばですね。命に関わることが性的

マイノリティの方の悩みの全てなのかどうかというところもち

ょっと分からない面はありますけど、どうなんでしょうね。 

 

苫野一徳 委員  １の２の２がちょうど人権なんですよね。かなりここで人権

のことを書いてあるので、もしかしたらこの６を３に持ってい

ってそのまま、しつこいかもしれませんけど、命と人権を大切

にするって、ちょっと分かりませんが、何となく整合性をうま

く取れるようなかたちで組み替えることはできるんじゃないか

なという気はします。人権という観点もここに含ませても何ら

違和感はないんじゃないかなという気がいたします。 

 

遠藤洋路 教育長  じゃ、今出た意見も踏まえて少し案を考えてみるということ

でいいですか。 

 じゃ、そのように事務局でももう一度検討してみてください。 

 他にご意見ありますか。よろしいですか。 

 この教育振興基本計画は、この後のスケジュールはどんな感
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じなんでしょうか。特に次にここで議論する機会がいつなのか

ということも含めて、今後のスケジュールを教えていただけま

すか。 

 

中川浩二 教育政策課長  今後の予定でございますけど、１１月２１日の総合教育会議

という場面で市長との意見交換というのが、これは教育大綱を

踏まえたものでございますけど、まずございます。その後、１

１月の総合教育会議の議論を経ましたもの、今回ご意見をいた

だきましたもの等を含めて、１１月の教育委員会会議の場でま

たお示しができればというようなところではございます。今の

ところ想定ではそういったものを、１１月もしくは１２月に向

けて準備を進めてまいりたいというところで考えているところ

でございます。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 あと、前回少し出ていましたこどもの意見を聞くとかその辺

のことはいかがでしょうか。 

 

中川浩二 教育政策課長  こどもの意見を聞くために、この教育振興基本計画をこども

でも分かりやすく、易しい版というようなイメージでお話があ

ったかと思いますが、今回、ある程度素案が整いました時点で

易しい版の作成に向けて準備を進めてまいりたいと。年内には

ある程度易しい版を形づくっていきたいなということで考えて

おりますので、１２月の教育委員会会議までにはお示しができ

ればというようなところのイメージを今持っているところでご

ざいます。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 では、よろしいですか。 

 では、他にご発言がなければ本件は以上といたします。 

 

 

日程第５ 報告 

・（１）令和５年第３回定例市議会報告について 

 

《事前配付資料》 
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西山忠男 委員  教員の確保の問題が一番最後のところで議論されていたと思

いますけど、ペーパーティーチャーの活用についてという質問

に対して、ペーパーティーチャーの発掘に努めるというような

お答えがあったかと思いますが、実際には、ペーパーティーチ

ャーというのは、要するに免許は持っているけど採用試験は受

けていないというような人たちだと思うんですよね。 

 苫野先生、そうでしょう。 

 

苫野一徳 委員  そうですかね。 

 

西山忠男 委員  教育学部の卒業生は大体みんな免許取って卒業するんです

か。 

 

苫野一徳 委員  はい。 

 

西山忠男 委員  ですよね。 

 

苫野一徳 委員  はい。 

 

西山忠男 委員  そのうち採用試験を受ける人は４割ぐらいしかいないんです

よね。あとの６割はどういう人たちかというと、免許は取った

けど取りあえず教員にはならずに一般企業に就職したり公務員

になったりという感じで、要するに自分の職業の選択として取

りあえず教員は選ばなかったと、万が一、将来就職したときの

ために免許ぐらいを持っておこうというぐらいの気持ちの人が

多いんじゃないかなと思うんですけど。となると、あんまり期

待できないんじゃないかなと、そういう人たちを教員にという

のは期待できないような気がするんですけど、その辺は苫野委

員に伺おうと思ってお尋ねしたんですが、どうなんでしょうか。 

 

苫野一徳 委員  今、私はいろいろと考えて、それだけでよかったかなという

のをちょっと考えていたんですけど、例えば結婚してお仕事辞

められてみたいな場合もあるかなと思ってですね。そういう場

合は、もう一回復帰したいなという場合に復帰を支援するみた

いなことがあれば、もしかしたら少しは解消にも関係してくる

のかなみたいなことを考えたので。ただ、それが、焼け石に水

といえば焼け石に水かもしれませんので、どれぐらいの実効性

があるのかちょっと私も分からないですね。 
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遠藤洋路 教育長  教員免許を持っていて現在教職に就いていない人というくら

いの意味ですので、一度も採用試験を受けていない人もいれば、

今、苫野委員おっしゃったように前に教員だったけど辞めてい

る人もいれば、何回か採用試験を受けたけど受からないから別

の仕事にしたという人もいるかもしれませんし、それはそれぞ

れ様々かとは思います。 

 一応来てくれるというか、ペーパーティーチャー向けの説明

会なり研修会なりに来てくださるということはある程度興味は

あるということなんでしょうから、そこは最初から例えばいき

なり担任を持つとかフルに授業するということでなくても、何

らかのかたちで、非常勤的でもいいので入っていただいて、も

っといけそうだったら授業をやっていただくとか、あるいは担

任もしていただくとか、臨時採用していただくとか、段階もあ

るのかなと思いますので、できるだけ幅広く門戸を開いておき

たいなというふうには思っています。 

 

西山忠男 委員  私が申し上げたかったのは要するに教員の確保の問題なんで

すけど、ペーパーティーチャーははっきり言ってあんまり数と

しては期待できないんじゃないかなと思うんです。それで、他

のところの質問にも出ましたけど、倍率がもうかなり低くなっ

ていて、大体大学の入試でも２倍を切るともうかなり危ういと

いう、質の確保という意味で危ういという状況なので、教員採

用に関しても似たような状況になってきているんじゃないかな

と思います。 

 それで、いろいろ手は打ってあると思うんですけど、たしか

大阪かどこかでも採用試験をするとかいう話がございましたで

すね。そういうことで効果が上がっているのかどうか、他に何

か抜本的な対策として考えられることはないのかどうか、もう

一度ちょっとお伺いしたいと思うんですけど、いかがでしょう

か。 

 

上村清敬 教職員課長  ご指摘の大阪会場につきましては、手元に詳しい数字は持っ

ていないんですけど、今年度２回目、昨年度は１回目でした。

１回目に比べると随分志願者も減っております。 

 

西山忠男 委員  減って。 
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上村清敬 教職員課長  はい。２次合格者も随分減ったというところでございまして、

昨年度も結果的に２次に合格しながら約半数の方は辞退された

という経緯もございます。来年度は受験日を全国統一にしよう

というふうに文科省もうたっておりまして、その流れに関西地

方も乗るならば、もう関西で大阪会場を設ける必要はないので

はないかということで、現在のところ来年度は大阪会場は中止

しようというふうに考えているところです。その他の抜本的な

対策というのは正直思い浮かんでおりません。 

 先ほどご意見のありましたペーパーティーチャーにつきまし

ては、残念ながら本市の場合はまだ臨採への登用までは至って

いないんですけど、県におきましては百数十名の参加者があっ

た中で１８名ほど臨採として登用されているという情報もいた

だきまして、早速県にどういうペーパーティーチャー講習会し

たのかお伺いして、そのままちょっとまねして来月やってみよ

うというふうに考えております。 

 来年度は、もうご存じのとおり採用試験は１か月前倒しにな

るんですけど、その他大学への推薦制度を設けたいとも考えて

おります。その他、今回受験されて１次試験を合格して２次で

不合格になった方は来年度は１次試験を全部免除というよう

な、正直他の自治体ももう既にやっているようなことしかない

というのが実情でありまして、他自治体も同様に教員の採用に

は苦慮されているところであるんですけど、我々も他都市の先

進的な事例を素早くキャッチしまして、検証をして取り入れる

ものは取り入れて、あらゆる方策を尽くして教員の確保に努め

たいと考えております。 

 

遠藤洋路 教育長  こちらに書いてあることもそうですし、先ほどの西山委員か

らのご意見もそうなんですけど、教員不足というときに、採用

試験の倍率の問題というのは正規の教員の問題ですね。主に先

生が足りないと今言っているのは臨時採用の人が足りないとい

うことで、正規の教員になってくれる人が足りていないという

よりは、正規の人を補う臨時採用の人が今いなくなっていると。

ペーパーティーチャーの講習とか説明会というのは臨時採用の

ほうに来てほしいという対策ですよね。 

 先ほどの、学生向けにいろいろとか、例えば倍率を上げると

いう対策はもう一方であるわけですけど、教員採用試験の倍率

を上げるのは教員不足への特効薬ではなくて、どちらかという

と中長期的な話で。今目の前の人がいないというのは臨時採用
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の、そちらのほうの対策というのを両方合わせてやっていく必

要があるというのが現状で、これは矛盾するところがあるとい

うのが非常に難しい問題で、正規採用を増やすと不合格者が減

りますから、臨時採用になってくれる人が減るという、今そう

いう状況にあるわけで、両面からの対策が必要ということなん

でしょうね。 

 正直、熊本市は今、正規採用を増やすことのほうに優先順位

を置いていますので、その分臨時採用の人数が厳しくなってく

るのはある意味必然といいますか、そういうところがあるので、

先ほどあったようにペーパーティーチャーでもどなたでも、と

にかく今少しでも力になっていただける方を探していると、そ

ういう状況です。 

 

澤栄美 委員  質問なんですけど、２７ページの一番上のところにパーソナ

ルロボットの購入ということが書いてあったんですけど、私、

どこかで聞いたり見たりした覚えがないので、パーソナルロボ

ットについてちょっと教えていただけたらなと思います。 

 

吉里麻紀 総合支援課長  教育委員会会議への報告が遅れておりまして大変申し訳あり

ませんでした。実は、これは国の委託事業を受けまして実施を

する事業でございます。９月の補正予算で予算がついておりま

す。今回２台のパーソナルロボットを導入します。ロボットは、

顔のところがタブレット形式になっており、足のほうがローラ

ーになっておりまして、こどもたちが例えば自宅にいながらも

そのタブレットを通して授業に参加をしたり、例えば今でした

ら授業配信はタブレットを固定するかたちでやっておりますけ

ど、グループ活動のときには少し向き直ってグループ活動がで

きるような、そういったロボットです。 

 ただ、これを受ける生徒であったり、そしてまた学校であっ

たりという、いろいろ課題もございますので、使用方法につき

ましてはこれからまた学校などとも相談をしながら、実際、配

置場所や使用方法を決めていくところでございます。 

 

遠藤洋路 教育長  澤委員、よろしかったですか。 

 初めての試みなのでどうなるかは分かりませんけど、やって

みるのは面白いかなというか、価値はあるのかなとは思います

けどね。 
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西山忠男 委員  タブレットの活用について、その導入効果に関する質問がか

なり幾つか出ているようなんですけど、タブレットの導入に１

８億かかったんですかね。 

 

遠藤洋路 教育長  年間ですね。 

 

西山忠男 委員  年間ですね。ですから、それだけお金をかけている以上は、

やはりその効果について検証してほしいという意見だと思いま

すし、それはごもっともだと思うんですけど、なかなか難しい

ので直ちにとはいかないと思いますが、ただ、その答え方とし

て、全員にタブレットを配ったということの意義は非常に大き

いということを言わなきゃいけないと思うんです。市が配らな

ければ買えない家庭もたくさんあるはずなんですよ。ＩＣＴ教

育における教育格差をなくすという意味で、タブレットの配布

というのはとても重要だったということを答えていただきたい

なと。そういう趣旨のお答えがなかったような気がしたので、

そういう感想を持ちました。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 その点いかがでしょうか。 

 

澤田伸一 教育センター

所長 
 確かに１人１台配られたということは大変大きなことだと思

いますので、その辺のところもちゃんとお伝えしていきたいと

思いますし、効果検証については、委員ご指摘のとおり、非常

に難しい部分もあるので、今、効果検証についても考えている

ところでございます。 

 

遠藤洋路 教育長  確かに定量的に示すのはなかなか難しい面はあるんですけ

ど、学校に行ってこどもにタブレットがあるのとないのとどっ

ちがいいと聞いてみるとか、何の役に立っているかと聞いてみ

るのが一番いい効果なのかもしれませんけどね。 

 これは議会に対してもそうですし、市民の皆さんに対しても

説明責任というものはあると思いますので、説明がしっかりで

きるようにいろんな面から検証していきたいと思います。 

 

澤栄美 委員  感想というか何といいますか。３０ページに、小児生活習慣

病は家庭の問題でもあるが、スクールソーシャルワーカーや学

校との連携はあるのかというような質問とか、加工品の取り過
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ぎの対策やスクールソーシャルワーカーとの連携について検討

をというのがあるんですけど、この議員さんはスクールソーシ

ャルワーカーの役割というのを十分ご存じないのかなというふ

うに、何でもできる人みたいに思われているのかなとも思いま

すので、スクールソーシャルワーカーの業務といいますか、役

割について広く知らせるべきだろうなというふうに思いまし

た。ちょっと感想です。何かすごい違和感を感じたので。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 その点は機会を捉えて説明をしていきたいと思います。 

 

村田槙 委員  この中に含まれていることとはちょっと脱してしまうかもし

れないんですけど、ちょっとお尋ねをしたいんですが、スクー

ルソーシャルワーカーのことについての質疑があっています。

以前、別の資料で、スクールカウンセラーが勤務に就けない空

白の時期があるというのを拝見しました。会計年度ごとに決め

られた勤務時間内でしか勤務ができないので、担当する複数の

学校における勤務時間の割り振りがあらかじめ決まっていて、

割り振りが決まって実際に勤務に就くまでに時間を要するた

め、３月末から４月末くらいまでスクールカウンセラーが実際

の勤務に就けない空白の時間があるというのを資料で拝見した

ことがあるんですけど、熊本市がどうなのかというのはよく分

からないのでちょっとお聞かせいただきたいんです。３月末か

ら４月というのはこどもが一番やっぱり、新しい生活がスター

トして不安定になる時期だと思いますので、一番できればいて

ほしいと思う時期かなと思うので、一保護者として、すみませ

ん、質問させていただきました。 

 

吉里麻紀 総合支援課長  ご質問ありがとうございます。そのような指摘を以前も受け

ました。スクールカウンセラーは、配置校が決まってから、配

置されたスクールカウンセラーが実際にカウンセリングを行う

までに少し時間がかかります。その期間につきましても、学校

から総合支援課へご相談をいただきまして、こちらのほうから

派遣をするような体制を整えております。３月、４月の空白期

間につきましても、当課で調整してスクールカウンセラーを派

遣しているような状況があります。 

 

遠藤洋路 教育長  よろしかったでしょうか。 



令和５年（２０２３年）１０月 教育委員会会議録【１０月２６日（木）】 

 40

 分かりました。 

 他にいかがですか。よろしいですか。 

 澤委員、実際にどうなんですか。３月末から４月。 

 

澤栄美 委員  大体、会計の関係で３月の半ばぐらいまでというのは決まっ

ているんですけど、今年どうだったかなと思ったら、私が一番

最初に行っているのは４月１４日です。だから１か月空かずに

行っているので今おっしゃったとおり、そして定例で行くスク

ールカウンセラーだけじゃなくて臨時のスクールカウンセラー

がいるので、その間で臨時的なことが起こったりとか必要な場

合は配置をされているんじゃないかなという想像をします。 

 基本的に私は時数があんまり多くないほうなんですけど、１

つの学校に２人制だったりして月に２回か３回は、必ず行って

いるような状況なので、多分１週間とか１０日に１回はスクー

ルカウンセラーが相談に応じるような体制はできているんじゃ

ないかなと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  ありがとうございます。 

 

澤栄美 委員  個人的な部分でしか分からないので。多分そうだと思います。 

 

吉里麻紀 総合支援課長  澤委員がおっしゃったとおりの運用となっておりまして、澤

委員のほうにも本当に緊急の場合など大変お世話になっている

状況でございます。ありがとうございます。 

 

遠藤洋路 教育長  他にご意見、ご質問はありますか。 

 ご発言がなければ、本件は以上といたします。 

 

 

・報告（２）令和６年度（２０２４年度）小中一貫校への移行について 

 

《福田衣都子 指導課長 報告》 

 

西山忠男 委員  細かいことで恐縮なんですけど、一貫校の①のところに「中

学校卒業時点での『目指す子ども像』を共有」とあり、子ども

像という言葉がちょっと引っかかるんですよね。中学卒業した

時点でまだこども扱いするのかという気がしてしまうんです。
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目指す人間像ではいけないでしょうか。 

 

福田衣都子 指導課長  ご意見ありがとうございます。その点につきましては、ふだ

ん学校では目指す子ども像という言葉を共有で使っております

が、今後それも含めて検討させていただきたいと思っておりま

す。 

 

遠藤洋路 教育長  何歳までこどもなのかという問題はありますけどね。 

 

西山忠男 委員  皆さんはどういう印象を持たれているかと思って。 

 

澤栄美 委員  法的には１８歳。 

 

遠藤洋路 教育長  こども基本法では年齢は決まっていませんけど、大体１８歳

未満が。 

 

澤栄美 委員  未満がこども。 

 

遠藤洋路 教育長  こどもというふうに使うことが多いですね。 

 

西山忠男 委員  こどもね。分かりました。 

 

遠藤洋路 教育長  小児科も高校生までですね。 

 

澤栄美 委員  ですかね。 

 

遠藤洋路 教育長  そこは確かに中高生からしたらこども扱いしないでくれとい

う気持ちは分かるかもしれませんね。 

 そこは実際の実情も踏まえて何らかいい言い方があれば考え

てもらっていいかなと思います。 

 

村田槙 委員  何が引っかかるかといったら、目指しているものなので、そ

こで目指している子ども像というのに違和感を感じるのかな

と。私もちょっと気にはなるんですよね。定義で言えば高校生

までこどもかもしれないですけど、こどもを目指すのではない

ので。 

 

西山忠男 委員  そうですね。 
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村田槙 委員  それがくっついているから引っかかるのかなという気がしま

した。 

 

遠藤洋路 教育長  目指す。そうですね、ちょっと難しい問題ですね。 

 

澤栄美 委員  目指す姿ですか。 

 

遠藤洋路 教育長  人間像ですかね。昔、期待される人間像という、たしか国が

出して大いに批判されたものがありましたけどね。 

 目指す子ども像、確かにこどもになることを目指すのではな

いといえばそうですね。そういう違和感はあるかもしれません

ね。 

 これは、指導課長、どうなんでしょうか。「中学校卒業時点で

の『目指す子ども像』を共有」とありますけど、各学校でも実

際に目指す子ども像という言葉で共有されているんですか、そ

れともそれは学校によって違うんですか。 

 

福田衣都子 指導課長  大きく目指す子ども像と言っておりますが、実際には学校教

育目標を小中校で共有するとか、目指す姿であるとか、こんな

力をつけたいであるとか学校によって少し、目指す子ども像と

使わなくても、そのようなことで９年間小中の共有を図ろうと

いうところに取り組んでおります。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。意味としては卒業時に目指す姿ということな

んですね。 

 言い方は、ちょっとそれは確かに、それぞれ実際学校でそう

言っているわけでないのであれば、何か少しいい言い方がある

かもしれません。検討してみてください。 

 他にご意見、ご質問はありますか。 

 ご発言がなければ、本件は以上といたします。 

 

〔閉会〕  

遠藤洋路 教育長 本日の会議日程は全て終了いたしました。これで、令和５年

１０月定例教育委員会会議を閉会いたします。 

 

 


